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日
本
原
子
力
学
会
は
、
設
立
六
○
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
四
月
二
五
日
に
東
京
工
業
大
学
（
東
京

目
黒
区
）
で
「
創
立
六
○
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム―

震
災

を
こ
え
て 

原
子
力
の
明
日―
」
を
開
催
す
る
。
同
学
会

の
駒
野
康
男
会
長
（
三
菱
重
工
）
が
三
月
七
日
の
記
者

会
見
で
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
。
日
本
原
子
力
学
会
は
二

月
に
設
立
か
ら
六
○
周
年
を
迎
え
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
二
○
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
へ
の
対
応

を
含
め
、
学
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
原

子
力
の
平
和
利
用
に
対
す
る
信
頼
回
復
と
新
た
な
発
展

を
展
望
す
る
。

　

日
本
原
子
力
学
会
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
発
生
直
後
よ
り
、
専
門
家
集
団
と
し
て
の
立
場
か

ら
、
事
故
に
関
す
る
（
１
）
情
報
の
収
集
・
分
析
・
評
価
、

（
２
）
反
省
・
教
訓
の
抽
出
お
よ
び
提
言
、（
３
）
社
会

へ
の
正
し
く
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
、（
４
）
関
連

学
協
会
と
の
連
携
、（
５
）
海
外
と
の
情
報
交
換―

と

い
っ
た
取
組
を
進
め
て
き
た
。
例
え
ば
、
福
島
復
興
に

関
す
る
活
動
と
し
て
は
、
二
○
一
二
年
に
立
ち
上
げ
ら

れ
た
「
福
島
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
り
、
被
災
地

に
お
け
る
除
染
、
放
射
線
影
響
、
風
評
被
害
な
ど
に
関

わ
る
支
援
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
設
立
六
○
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
こ
の
他
、

福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
以
降

の
原
子
力
を
巡
る

状
況
に
つ
い
て
、

一
般
市
民
や
学
生

ら
を
対
象
に
わ
か

り
や
す
く
ま
と
め

た
「
原
子
力
の
い

ま
と
明
日
」
を
三

月
二
○
日
に
発
刊

す
る
。
一
九
九
八

年
に
刊
行
（
二
○

一
一
年
の
事
故
発
生
直
前
に
改
訂
）
さ
れ
た
「
原
子
力

が
ひ
ら
く
世
紀
」
の
姉
妹
版
と
な
る
も
の
で
、
事
故
の

推
移
と
発
電
所
の
現
状
、
廃
炉
へ
の
道
の
り
、
事
故
の

教
訓
を
踏
ま
え
た
安
全
性
向
上
の
取
組
、
放
射
線
の
人

体
影
響
、
風
評
被
害
、
国
内
外
に
お
け
る
原
子
力
利
用

の
状
況
、
次
世
代
原
子
炉
の
研
究
開
発
、
人
材
育
成
な

ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

記
者
会
見
に
は
、
山
口
彰
副
会
長
（
東
京
大
学
）
も

同
席
し
、
四
月
よ
り
新
た
に
「
確
率
論
的
リ
ス
ク
評
価

（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）
の
活
用
お
よ
び
手
法
調
査
」
に
関
す
る
研

究
専
門
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
同

氏
は
、
複
数
基
の
相
互
作
用
に
関
わ
る
「
サ
イ
ト
レ
ベ

ル
Ｐ
Ｒ
Ａ
」
な
ど
、
近
年
の
技
術
進
展
も
踏
ま
え
、
Ｐ

Ｒ
Ａ
に
関
す
る
最
新
知
見
の
調
査
を
実
施
し
若
手
研

究
・
技
術
者
の
育
成
に
も
寄
与
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両

市
が
生
ん
だ
生
年
が
近
い
著
名
な
画
家
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。
グ
ス
タ
フ
・
ク
リ
ム
ト
は
一
八
六
二
年

ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
生
ま
れ
た
。
父

は
ボ
ヘ
ミ
ア
出
身
の
彫
版
師
、
母
は
地
元
ウ
ィ
ー
ン
出

身
、
七
人
兄
弟
の
第
二
子
で
あ
っ
た
。
七
六
年
に
博
物

館
付
属
工
芸
学
校
に
入
学
し
、
卒
業
後
、
級
友
と
後
に

は
弟
た
ち
を
加
え
て
装
飾
工
芸
の
共
同
制
作
に
従
事
す

る
。
ブ
ル
グ
劇
場
の
階
段
装
飾
壁
画
を
手
掛
け
、
皇
帝

フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
か
ら
勲
章
を
賜
っ
た
。
九
四
年

に
は
、
教
育
省
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
大
学
大
講
堂
の
天
井
画

の
正
式
な
注
文
を
受
け
る
。
九
七
年
に
は
四
〇
人
ほ
ど

の
前
衛
画
家
た
ち
と
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
を
結
成
し
、
ク

リ
ム
ト
が
初
代
会
長
を
務
め
た
。
一
九
〇
三
年
、
イ
タ

リ
ア
で
ビ
ザ
ン
ツ
美
術
に
触
れ
て
か
ら
は
、
金
色
を
大

胆
に
使
う
作
品
で
、独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
。『
接
吻
』

は
そ
の
代
表
作
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
、
分
離
派
を
脱

退
し
、
〇
六
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
芸
術
家
同
盟
を
結

成
。
一
三
年
こ
ろ
か
ら
ス
ラ
ブ
系
や
東
洋
系
の
装
飾
要

素
も
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

一
方
、
竹
内
栖
鳳
（
せ
い
ほ
う
）
は
、
一
八
六
四
年
、

京
都
市
中
京
区
の
川
魚
料
理
屋
の
一
人
息
子
と
し
て
生

ま
れ
た
。
七
七
年
に
四
条
派
の
土
田
英
林
に
絵
を
習
い

始
め
、
一
七
歳
の
時
に
同
派
の
円
山
・
四
条
派
の
幸
野

楳
嶺
の
私
塾
へ
正
式
に
入
門
。
こ
の
頃
か
ら
頭
角
を
現

し
、
翌
年
に
は
私
塾
の
工
芸
長
と
な
っ
た
。
八
七
年
に

京
都
府
画
学
校
（
現
：
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
を
修

了
。
八
九
年
に
は
京
都
府
画
学
校
に
出
仕
し
、
若
手
画

家
の
先
鋭
と
し
て
名
を
あ
げ
て
ゆ
く
。
九
一
年
に
青
年

画
家
懇
親
会
を
興
す
。
九
三
年
に
シ
カ
ゴ
万
博
に
出
品
。

九
九
年
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
の
教
諭
に
推
挙
さ

れ
る
。
一
九
〇
〇
年
、
パ
リ
万
博
で
『
雪
中
燥
雀
』
が

銀
牌
を
受
賞
。
そ
の
後
、
帝
展
（
現
日
展
）
審
査
員
を

務
め
、
帝
室
技
芸
員
に
推
挙
さ
れ
、
名
実
と
も
に
京
都

画
壇
の
筆
頭
と
し
て
の
地
位
を
確
立
。
〇
九
年
、
京
都

市
立
絵
画
専
門
学
校
（
現
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
開

設
と
と
も
に
教
授
に
就
任
。
近
代
日
本
画
の
先
駆
者
と

さ
れ
、『
班
猫
』
が
代
表
作
。
三
七
年
に
第
一
回
文
化

勲
章
を
受
賞
し
た
。 

　

余
談
で
あ
る
が
、ウ
ィ
ー
ン
駐
在
時
に『
接
吻
』や『
ユ

デ
ィ
ト
Ｉ
』
を
含
む
世
界
最
大
の
ク
リ
ム
ト
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
る
ベ
ル
ヴ
ェ

デ
ー
レ
上
宮
の
常
設
展
示

を
よ
く
観
た
。
京
都
で
は

京
都
市
美
術
館
に
あ
る
竹

内
栖
鳳
の
『
絵
に
な
る
最

初
』（
重
要
文
化
財
）
な
ど

を
観
た
。
両
市
の
生
年
が

近
い
著
名
な
画
家
に
ま
つ

わ
る
話
を
紹
介
で
き
た
幸

運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集

部
撮
影
の
ク
リ
ム
ト
の
最

期
の
ア
ト
リ
エ
写
真
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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ウ
ィ
ー
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杉
本
純
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杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています： http://wattandedison.com/Sugimoto.html

トーンキュンストラー管弦楽団首席指揮者
佐渡裕さん 2025 年まで契約延期

先月 20 日にウィーンで署名された。
佐渡さんは 2015 年夏から同ポジショ
ンにあり、以来ウィーン楽友協会では
約 150 回の演奏を行ってきた。先月
の楽友協会でのマーラー５番演奏会は
立ち見も含め完売で、続くドイツツ
アーではハンブルクでも完売、スタン
ディングオベーショントなった。ハン
ブルク版ライヴCDが近々発売される。

https://www.jaif.or.jp/190312-1


